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【 は じ め に 】  

豚 熱 は 、 平 成 30 年 に 岐 阜 県 で の 国 内 26 年 ぶ り の 発 生 以 降 、 野

生 い の し し で 感 染 が 拡 大 し て い る 。 和 歌 山 県 で は 令 和 2 年 6 月 に

飼 養 豚 へ の 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 を 開 始 し た が 、 同 年 10 月 に は 県 内

の 野 生 い の し し で 初 め て 豚 熱 ウ イ ル ス （ CSF V） 感 染 が 確 認 さ れ 、

そ の 後 令 和 3 年 1 月 、 県 内 で 49 年 ぶ り に 養 豚 場 で の 豚 熱 発 生 が

確 認 さ れ た 。 ワ ク チ ン 接 種 豚 で の 発 生 は 国 内 初 発 で あ っ た 。 そ の

検 査 対 応 に つ い て の 概 要 を 報 告 す る 。  

【 発 生 概 要 】  

総 飼 養 頭 数 267 頭 の 管 内 一 貫 経 営 養 豚 場 に お い て 、 令 和 3 年 1

月 8 日 に 分 娩 舎 の 離 乳 豚 の 豚 房 で 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 を し た ロ ッ ト

を 2 日 後 の 1 月 10 日 に 育 成 ・ 肥 育 豚 舎 の 3 豚 房 へ 移 動 し た 。 移

動 か ら 5～ 7 日 後 の 間 に 計 5 頭 の 死 亡 が あ っ た も の の 、 畜 主 は 寒

冷 の 影 響 と 考 え 通 報 に は 至 ら な か っ た 。そ の 約 1 週 間 後 1 月 24 日

の 晩 に 、 再 び 衰 弱 個 体 を 確 認 し た た め 、 家 保 に 通 報 が あ っ た （ 図

1） 。  

翌 日 家 保 が 立 ち 入 り 検 査 を 実 施 、 衰 弱 個 体 を 3 頭 確 認 し 、 同 ロ

ッ ト 6 頭 中 5 頭 で 40℃ 以 上 の 発 熱 を 確 認 し た 。 当 該 ロ ッ ト は 68

日 齢 で 、 ワ ク チ ン 接 種 は 50 日 齢 で 実 施 し 、 52 日 齢 で 当 該 豚 舎 へ

移 動 し て い た 。当 該 豚 房 の 両 隣 の 豚 房（ 180 日 齢 、153 日 齢 ）で は

異 常 豚 は 確 認 さ れ な か っ た 。 農 場 周 辺 で は 豚 熱 感 染 野 生 い の し し

が 11 月 に 確 認 さ れ て い た （ 図 2） 。  

【 材 料 と 方 法 】  

（ 1）  病 性 鑑 定  

立 ち 入 り 検 査 時 に 採 取 し た 死 亡 豚 2 頭 、同 居 豚 の 血 清 及 び EDT A

加 血 液 各 6 検 体 （ 死 亡 豚 2 頭 含 む ） を 用 い て 、 血 液 学 的 検 査 、 ウ

イ ル ス 学 的 検 査 、 細 菌 学 的 検 査 お よ び 病 理 組 織 学 的 検 査 を 実 施 し

た （ 図 3） 。 そ の 中 で 白 血 球 数 （ WB C） 測 定 、 遺 伝 子 検 査 （ PCR） 、

抗 体 検 査（ ELI S A）、凍 結 切 片 の 蛍 光 抗 体 法（ FA）は 迅 速 診 断 と し

て 優 先 的 に 行 っ た 。  

①  血 液 学 的 検 査  

ED T A加 血 液 を 材 料 に 、 自 動 血 球 計 数 装 置 （ poc h - 1 0 0 i V  

D i f f、 シ ス メ ッ ク ス ） に よ る WBCの 測 定 を 行 っ た 。  

②  ウ イ ル ス 学 的 検 査  

(ア )  F A  

扁 桃 、 腎 臓 の 凍 結 切 片 を 材 料 に 抗 CS F V  蛍 光 標 識 抗 体



（ 豚 コ レ ラ FA 、 京 都 微 研 ） を 用 い た 染 色 を 実 施 し た 。  

(イ )  ウ イ ル ス 分 離  

扁 桃 、 腎 臓 、 脾 臓 の 10％ 乳 剤 及 び 血 清 を 材 料 に カ バ ー

ス リ ッ プ を 用 い た CPK細 胞 で の ウ イ ル ス 分 離 を 実 施 し

た 。 ウ イ ル ス 分 離 確 認 は 蛍 光 抗 体 法 に て 実 施 し た 。  

(ウ )  P C R  

扁 桃 、 腎 臓 、 脾 臓 及 び 血 清 を 材 料  に RNe a s y  M i n i  K i t

（ キ ア ゲ ン ） を 用 い て RNA抽 出 後 、 Š.V i l č e kら （ 199 4）

に よ る プ ラ イ マ ー お よ び Pri m e  S c r i p t  Ⅱ  H i g h  

F i d e l i t y  O n e  S t e p  R T - P C R  K i t（ タ カ ラ バ イ オ ） 用 い た

RT- P C Rを 実 施 し た 。 サ ー マ ル サ イ ク ラ ー は Pro F l e x  P C R  

S y s t e m  3×32 - W e l l（ ラ イ フ テ ク ノ ロ ジ ー ズ ジ ャ パ ン ）

を 用 い 、 下 記 条 件 に て 反 応 を 行 っ た 。  

【 PCR反 応 条 件 】  

45℃  1 0 m i n  

9 4℃  2 m i n  

9 8℃  1 0 s e c  

5 5℃  1 5 s e c    3 5 c y c l e  

6 8℃  1 0 s e c  

6 8℃  5 m i n  

P C R産 物 を 2％ ア ガ ロ ー ス ゲ ル で 電 気 泳 動 し 、 紫 外 線 照

射 下 で 確 認 さ れ た 約 280 b pの P C R産 物 に つ い て 、 制 限 酵 素

BglⅠ と Eco RⅤ （ タ カ ラ バ イ オ ） を 用 い 、 37℃  6 0 m i nで

制 限 酵 素 処 理 を 行 い 、 処 理 後 お よ そ 243 b pと な っ た 検 体

を CSF V遺 伝 子 陽 性 と 判 定 し た 。  

(エ )  E L I S A  

血 清 を 材 料 に ELI S A（ 豚 熱 エ ラ イ ザ キ ッ ト Ⅱ 、 JNC株 式

会 社 ） 法 に よ る 抗 体 検 査 を 実 施 し た 。  

③  細 菌 学 的 検 査  

死 亡 豚 の 主 要 臓 器 に つ い て 、 10％ 羊 血 液 寒 天 培 地 を 用

い 、 定 法 に 従 い 菌 分 離 を 行 っ た 。  

④  病 理 組 織 学 的 検 査  

10  ％ 中 性 緩 衝 ホ ル マ リ ン 液 に 浸 漬 し た 死 亡 豚 の 諸 臓 器 に

つ い て 、 定 法 に 従 い パ ラ フ ィ ン ブ ロ ッ ク 薄 切 標 本 を 作 製 後

ヘ マ ト キ シ リ ン ・ エ オ ジ ン （ HE） 染 色 で の 一 般 染 色 を 実 施

し た 。  さ ら に 、 個 体 No. 4の 扁 桃 、 腎 臓 、 脾 臓 、 肺 、 肝 臓 、

大 脳 に つ い て 、 マ ウ ス 抗 CSF Vモ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 （ WH 3 0 3 ;  

A P H A  S c i e n t i f i c ,  A d d l e s t o n e ,  U K） を 用 い た 免 疫 染 色 を 動

物 衛 生 研 究 部 門 に て 実 施 し た 。  

（ 2）  疫 学 調 査 の た め の 殺 処 分 前 の 検 査 お よ び 環 境 検 査  



立 入 の 翌 日 、 各 豚 舎 10～ 12 頭 、 計 68 頭 の 血 清 お よ び 全 血 を 採

血 し 、 WBC の 測 定 、 CSFV の PCR、 EL I S A を 実 施 し た 。ま た 、豚 舎 内

（ 床 、壁 、扉 、餌 箱 な ど ）、器 具 、作 業 車 な ど 計 50 カ 所 の 環 境 ス

ワ ブ を 採 材 し 、 CSFV の PC R を 実 施 し た （ 図 4） 。 各 種 検 査 方 法 は

病 性 鑑 定 時 と 同 様 の 方 法 で 行 っ た 。  

 

【 結 果 】   

（ 1）  病 性 鑑 定  

採 血 個 体 6 頭 中 5 頭 で 白 血 球 数 減 少 を 認 め 、6 頭 全 頭 の 血 清 お

よ び 死 亡 豚 2 頭 の 3 臓 器 （ 扁 桃 、 脾 臓 、 腎 臓 ） 全 て か ら CSFV 遺 伝

子 が 検 出 さ れ た（ 図 5、6）。検 出 遺 伝 子（ 扁 桃 乳 剤 ）は 動 物 衛 生 研

究 部 門 で の 遺 伝 子 解 析 の 結 果 、 5 ' U T R 領 域 に お い て 岐 阜 1 例 目 と

同 一 で あ る と 判 明 し た（ 図 7）。扁 桃 、脾 臓 の 凍 結 切 片 の CSFV 蛍 光

抗 体 法 は 全 て 陰 性 で あ っ た が （ 図 6） 、 ウ イ ル ス 分 離 で は 2 頭 の 3

臓 器（ 扁 桃 、脾 臓 、腎 臓 ）全 て か ら CSFV が 分 離 さ れ た（ 図 8）。死

亡 豚 1 頭 が E L I S A 抗 体 陰 性 で あ っ た （ 図 5） 。 病 理 組 織 学 的 検 査

で は 、大 脳 、小 脳 で 囲 管 性 細 胞 浸 潤 、髄 膜 炎 が 認 め ら れ 、扁 桃 、脾

臓 で の リ ン パ 球 減 少 が 認 め ら れ た （ 図 9） 。 免 疫 染 色 で は 、 主 に 扁

桃 の 陰 窩 上 皮 細 胞（ 図 10）、大 脳 の 髄 膜 炎 の 炎 症 細 胞 浸 潤 部 位（ 図

11）に て 陽 性 反 応 が 確 認 さ れ た 。細 菌 学 的 検 査 で は 各 臓 器 か ら 有 意

菌 は 分 離 さ れ な か っ た 。  

 

（ 2）  疫 学 調 査 の た め の 殺 処 分 前 検 査 お よ び 環 境 検 査  

殺 処 分 前 検 査 で は 、68 頭 採 材 中 、PCR 陽 性 個 体 は 2 頭 で 、発 生 豚

房 と 同 一 ロ ッ ト で 別 豚 房 の 1 頭 と 、100 日 齢 の 肥 育 豚 1 頭 で あ っ た 。

ELISA 陰 性 は 3 頭 で 、 ワ ク チ ン 接 種 前 離 乳 豚 、 前 日 ワ ク チ ン 接 種 子

豚 、発 生 豚 房 と 同 一 ロ ッ ト で 別 豚 房 の 豚 の そ れ ぞ れ 1 頭 ず つ で あ っ

た 。 WBC 減 少 個 体 は 発 生 ロ ッ ト の 母 豚 の 1 頭 で あ っ た が 、 軽 度 減 少

で あ っ た （ 図 12） 。  

環 境 検 査 で は 、50 か 所 採 材 中 、発 生 豚 房 、発 生 豚 房 と 同 一 ロ ッ ト

の 豚 が い る 豚 房 、種 豚・繁 殖 豚 舎 お よ び 飼 料 庫 で PCR 陽 性 で あ っ た

（ 図 13） 。  

【 考 察 】  

体 温 、WBC、 PC R の 結 果 か ら 、発 生 豚 房 は ほ ぼ 全 頭 発 症 し て い た

と 考 え ら れ た 。 解 剖 豚 で は 剖 検 所 見 は 乏 し か っ た も の の 、 組 織 所

見 で 大 脳 、 小 脳 で 囲 管 性 細 胞 浸 潤 、 扁 桃 、 脾 臓 で の リ ン パ 球 減 少

等 の 豚 熱 特 有 の 病 変 が 多 数 確 認 さ れ た 。 ま た 、 免 疫 染 色 を 実 施 し

た No. 4 は 免 疫 染 色 陽 性 部 位 か ら 感 染 初 期 と 推 察 さ れ 、ELI S A 陰 性

と の 結 果 と 合 致 し て い た 。  

疫 学 調 査 の 68 頭 の 殺 処 分 前 検 査 で は 、 WBC 著 減 個 体 が お ら ず 、



P C R 陽 性 も 2 頭 の み で 、 発 生 ロ ッ ト 以 外 に 発 症 豚 の 存 在 は な か っ

た と 推 察 さ れ た が 、 PCR 陽 性 ELI S A 陽 性 で 感 染 歴 の 可 能 性 の あ る

肥 育 豚 、 PCR 陰 性 ELI S A 陰 性 の 移 行 抗 体 消 失 ワ ク チ ン 接 種 前 豚 が

存 在 し 、 ウ イ ル ス が 過 去 に 農 場 に 侵 入 し 、 今 後 も 感 染 リ ス ク に さ

ら さ れ る 個 体 が い る こ と が 判 明 し た 。  

環 境 検 査 で は 、 発 生 豚 房 以 外 は 飼 料 庫 周 辺 で PCR 陽 性 が 多 数 検

出 さ れ た 。 農 場 で ア ラ イ グ マ 等 が 確 認 さ れ て い た と の 防 疫 作 業 従

事 者 の 報 告 か ら も 、 野 生 動 物 の 関 与 に よ る ウ イ ル ス 伝 播 が 示 唆 さ

れ た 。  

ワ ク チ ン 接 種 の み で は 発 症 を 完 全 に 防 ぐ こ と は で き な い た め 、

今 後 も 野 生 動 物 の 侵 入 対 策 や 豚 舎 間 移 動 時 の 人 や 物 の 消 毒 等 、 飼

養 衛 生 管 理 徹 底 の 指 導 の 継 続 が 重 要 で あ る 。  

 最 後 に 各 種 検 査 に お い て ご 協 力 い た だ い た 国 立 研 究 開 発 法 人  

農 業 ・ 食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 動 物 衛 生 研 究 部 門 の 山 田 学 先 生

に 深 謝 し ま す 。  
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